か つたの は オリンピック 優勝 選手の カメラ マイクロ 

フォンの 前に 立った ときの いろいろな 表情であった。 

言葉 で 現わされない 人間の 真相が 躍 然として ス クリ— 

ンの 上に 動いて 観客の 肺腑に 焼き付く のであった。 

こういう 効果の 中には 自分自身で その 場面に 臨んだ 

ので はかえ つ て 得られな いような もの も 含まれて いる 

こと を 忘れて はならない。 色彩と 第三の 空間 次元 を 取 

り 去った スクリ —ンの 上の 平面 影像 は、 事象に より 多 

くの 客観性 を 付与し、 そのお かげで、 現場で は^ 蔽さ 

れ るよう な 認識 能力の 活動 を 可能に する からで ある。 

広い 意味での ニュ— ス 映画に よって、 人間 は 全く 新 



しい 認識の 器官 を 獲た と 言 つても はなはだしい 過 言 で 

はない。 そういう 新しい 人間と して はわれ われ はま だ 

ほんの 孩 児の ような ものである。 したがって 期待され 

る もの はニュ ー ス 映画の 将来で ある。 演劇的 映画な ど 

は 一日一日に 古くな つても、 ニュ— ス 映画 は 日に日に 

新たに、 永久に 若き 生命 を 保つ であろうと 思われる。 

そういう 将来に おける 新聞 はも はや 社会 欄なる ものの 

大部分 を 喪失して いるか、 さもなければ、 ほんとうの 

意味での 「記事」 となって、 真に 正確で 啓発 的な 記述 

に 変わ つ てし ま つ ている であろう。 

(昭和 八 年 一 月、 映画評 論) 
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